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安西 ひでとし
　

私
は
都
市
計
画
の
策
定
や
市
街
地
開

発
事
業
、
河
川
の
整
備
、
交
通
安
全
対

策
な
ど
市
民
生
活
に
深
く
関
係
す
る
「
建

築
・
都
市
整
備
・
道
路
委
員
会
」
に
所

属
し
て
い
ま
す
。
７
月
11
日
か
ら
13
日

ま
で
、
新
潟
県
と
石
川
県
、
富
山
県
で

行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

以
前
か
ら
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る

上
で
重
要
性
が
高
ま
る
公
共
交
通
の
あ

り
方
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
の
で
、
最

終
日
に
訪
れ
た
富
山
市
の
「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
（
次

世
代
型
路
面
電
車
シ
ス
テ
ム
）」
は
、
大

変
興
味
深
く
視
察
し
ま
し
た
。

　

Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
は
環
境
負
荷
が
少
な
く
、

低
床
式
車
両
に
よ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

や
、
他
の
公
共
交
通
機
関
と
乗
り
換
え

る
利
便
性
が
向
上
す
る
な
ど
の
特
長
が

あ
り
、
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
公
共
交

通
で
す
。
富
山
市
で
は
地
域
住
民
の
生

活
の
足
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
都
市
で
あ
る
横
浜
市
で
は
用
地
買

収
な
ど
課
題
が
あ
り
、
導
入
は
難
し
い

と
感
じ
ま
し
た
。
た
だ
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
停
留

所
内
の
ベ
ン
チ
を
市
民
の
寄
付
で
設
置

す
る
と
い
う
仕
組
み
は
、
バ
ス
停
内
の

ベ
ン
チ
に
応
用
し
て
検
討
し
て
も
良
い

と
考
え
ま
す
。
今
後
も
公
共
交
通
の
仕

組
み
づ
く
り
は
自
身
の
課
題
と
し
て
調

査
し
て
い
き
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
優
先
課
題
は

震
災
・
減
災
対
策
の
推
進
で
す
。
ま
た
、

最
近
で
は
大
岡
川
の
護
岸
が
崩
落
し
、

改
め
て
日
頃
か
ら
防
災
に
対
す
る
備
え

が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
私
は
、
減
災
と
地
域
社
会
の

防
災
力
向
上
の
た
め
に
必
要
な
知
識
や

技
能
を
習
得
し
よ
う
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

日
本
防
災
士
機
構
が
認
定
す
る
「
防
災

士
」
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

　

防
災
士
の
果
た
す
役
割
は

【1】
災
害
時
の
公
的
支
援
が
到
着
す
る
ま

　

で
の
被
害
の
拡
大
の
軽
減

【2】
災
害
発
生
後
の
被
災
者
支
援
の
活
動

【3】
平
常
時
の
防
災
意
識
の
啓
発
、
自
助
・

　

共
助
活
動
の
訓
練

　

今
後
は
防
災
士
の
資
格
を
持
つ
市
会

議
員
と
し
て
、
防
災
訓
練
の
内
容
充
実
の

提
案
や
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
の

普
及
啓
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

人
と
環
境
に
や
さ
し
い 

　
　
　
公
共
交
通
を
目
指
し
て
！

http://anza-hidetoshi.com
ご意見・ご相談 

TEL 045-671-3023 FAX 045-681-2060

防
災
士
の

　
資
格
を
取
得
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富山で次世代型路面
　電車システムを視察

あんざい 通信


